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研究の背景・目的
東シナ海は極東地域では最大の大陸棚面積を有してお

り、我が国周辺海域で漁獲される暖水系魚類には、東シナ
海を主要な生息場所もしくは産卵場、初期生活史の場と
する種が多く存在します。また、東シナ海は日本や中国、
韓国などが資源を利用する国際的な入会海域でもありま
す。しかしながら、魚類資源に関して、東シナ海全域を対
象とした調査・研究は西海区水産研究所が単独で行って
いるだけであり、多くの研究機関によって調査が行われ
ている日本周辺海域に比べて、基礎的知見が非常に少な
いのが現状です。
東シナ海の主要水産資源の変動要因の解明に向けては、

その仔稚魚期の分布や輸送等の生態学的知見を集積する
ことが必要となります。本研究では、東シナ海とその周辺
海域における持続的漁獲に必要な資源評価と管理方策に
資するため、東シナ海で産卵を行う魚類の初期生活史特
性を解明することを目的としました。

研究成果
毎年、主に2-3月および4月に東シナ海の大陸棚～斜面

域において調査船調査を行い、仔稚魚標本および海洋環
境データを収集して、以下のような分析と生態情報の解
析を行いました。1）各標本から仔稚魚を抽出し、種査定
を行い、マアジ、イワシ類、サバ類に加え、タチウオ、ブ
リ類、サンマ等の卵稚仔分布マップを作成しました。2）
カタクチイワシについては分布と海流等の物理環境およ

び成魚の分布情報に基づき発生海域や輸送経路を推定し
ました。3）ブリ属卵や仔魚の採集方法について検討を行
い、海表面を選択的に曳網するプランクトンネットによ
る採集が必要である事を明らかにしました。

波及効果
本研究成果はこれまで非常に知見が乏しかった東シナ

海域において、魚類の初期生活史情報を提供できました。
その結果、東シナ海の魚類資源、特に新規加入量の動向
が我が国の漁業資源に強い影響を持つことが示唆されま
した。今後、東シナ海域での研究を発展させることによ
り、魚類の資源変動の最大要因である加入量変動の解明
に向けて重要な情報を提供できます。
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図.	 2009年4月にニューストンネットにより採集され
たカタクチイワシシラス（個体/1000m2）

図.	 ニューストンネットによるカタクチイワシ仔魚の
CPUE（棒）および0歳魚資源尾数（折線）


